
７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：宮城県

協議会名：蔵王町水田農業推進協議会

1 団地加算助成 1 8,000

飼料作物（永年性牧草，イタリアンライグラ
ス，青刈りとうもろこし，エン麦，ライ麦）（基
幹作物），区分管理による飼料用米（基幹作

物），ＷＣＳ用稲（基幹作物）

対象作物について，2ha以上の連坦団地化を構成している
こと。

2 直播栽培取組助成 1 12,000 飼料用米（基幹作物）
対象作物について，直播栽培への取組を行い，技術指導
を受け生産性の向上に努めること。

3 蔵王ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ果樹助成 1 10,000 いちじく（基幹作物）
蔵王ブランドとして産地育成品目に認定した「いちじく」の認
定基準に則った栽培方法で作物を生産すること。

4 蔵王ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ野菜助成 1 10,000 さといも（基幹作物）
蔵王ブランドとして産地育成品目に認定した「さといも」の
認定基準に則った栽培方法で作物を生産すること。

5 耕畜連携（わら利用）助成 3 5,000 飼料用米生産ほ場の稲わら（基幹作物）
飼料用米を生産したほ場におけるわら利用を行い，生産性
向上のための取組をすること。

6 耕畜連携（資源循環）助成 3 7,000 ＷＣＳ用稲（基幹作物）
新規需要米ＷＣＳ用稲を生産したほ場への堆肥散布を行
い，生産性向上のための取組をすること。

7 飼料作物（二毛作）助成 2 4,000

飼料作物（二毛作）【青刈りとうもろこし，ソル
ガム，永年性牧草，イタリアングラス，一年
性牧草，飼料用根菜類，飼料用穀類（子実
用エン麦），青刈りハトムギ，子実用ハトム
ギ，飼料用青刈り稲，加工用青刈り稲，青刈

りエン麦，青刈りライ麦】

戦略作物同士又は主食用米と戦略作物の組み合わせによ
る二毛作を行い，実儒者等に出荷・販売を行うこと。

8 地域振興作物助成 1 8,000

果樹（いちじく，梨，ブルーベリー，リンゴ），
野菜（いちご，えだまめ，きゅうり，さといも，
スイートコーン，そらまめ，つるむらさき，トマ

ト，ブロッコリー）

対象作物の生産への取組を行い，実儒者等に出荷・販売
を行うこと。

9 【国枠】そば振興助成 1 20,000 そば（基幹作物）
支援対象作物の生産への取組を行い，実儒者等に出荷・
販売を行うこと。

10 【国枠】複数年契約加算助成 1 6,000 飼料用米
３年以上の複数年契約に基づき，対象作物の生産に取り
組む販売農家又は集落営農による取組であること。
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※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してく
ださい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。

新様式（公表用）


